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付 けました こ の痛み は排便と は無 関係 で 鎮痛剤

も無効 です

当院 で は こ の ような症例 に P a l n C l l n l C の 手技

を用 い て 治療し効果を上 げて い ます 対象1997 -

2000 年迄の 4 年間 の 123 例 中 ,
ア ン ケ

ー ト調査 で

は8 6 例の 回答を得ま した 痛み の 効果 の 判定に は

V A S 法を用 い た 結果 ( 1)( 2) を通 じ て C a u d al

bl o ck は45 例中著効27 例59 4 % S a d dl e B l o o k 37

例中著効2 4 例6 4 9 % 持続硬膜外 bl o c k は13 例 中

11 例著効8 4 .6 % で した ほと ん ど の 症例 にうつ の

徴候が認めら れ
, 抗う つ 剤 の 内服を併用 し た 直

腸月工門の慢性痔痛 は難治 の もの 多く
,
その 治療 に

当 っ て は診療 内科医と の 協力も必要と思 われる .

4　光院で行っている肛門鏡・怒責排便兼用

C C D カ メ ラ モ ニ タ ー シ ス テ ム （ D u V A M S ）

畑川幸生（畑川クリニノク）

C C D カ メ ラモ ン ニ タ
- シ ス テ ムを用 い て

,
ケリ

ー

式月工門鏡診と怒責排便診を 一

体化 した D u al V I S-

u al A n al M o n lt O r S y st e m ( D u V A M S)

目的は C ll e n t と の患部情報 の 共有
, 動的排便状

態 の観察による脱出性駐門疾患 の病態 の把握 で あ

る 坂田式 T V カ メ ラ排便 モ ニ タ ー シ ス テ ム を参

考と した その特徴は
,
①リ モ ー

ト コ ン トロ
ー

ラ
ー

によ る遠隔操作
, ②Z o o m

, ③ F o c u s
, ④角度調整

( 上下
,
左右) , ⑤イ ン タ

ー

フ ォ ン によ る 遠隔操作

( 排便強度 の調整) , ⑥被検者 の 差恥心 の 軽 減, 検

者の 汚染な どの 問題点 の解消 で ある . 怒責排 便診

はとくに脱出性痔核の 大きさ
,
程度

,
内痔核

,
外痔

核の 区別な どを把握 でき治療法及び手術適応に対

し て 有用な情報となる

5　当院での大腸再建法

― V E R S A F I R A  G I A を 用 い た f u n c t i o n a l

e n d - t o - e n d  a n a s t o m o s i s ―
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【目的】 200 0 年 7 月 よ り
,
当院 で は砧腸切除恥

後の 再建 に V E R S A F I R A G IA を用 い た f u n c-

t l O n al e n d-t o - e n d a n a st o m o s I S ( F E E A) を採用

し て い る . その 手技 と有用性 に つ い て 報告する

【吻合 手技】 す べ て の 症例 で
,

V E R S A FI R A

G I A 60 m m ( V F ) を用 い て 吻合を行 っ た V F に

て 腸管を切離 腸間膜村 側を切開 し, 切 開口 よ り

V F フ ォ
ー

クを挿入 し吻合する . フ ォ
ー

ク 挿入 口

の 閉鎖も V F を用 い て 行う V F の カ ー トリ ッ ジ

を合計 4 本使用し て い る .

【結果】 F E E A 群は男性15 人
,
女性17 人

,
平均年

齢64 7 ( ±9 9) 歳 手術 時間平均177 7 ( ±6 7 5)

分
,
出血量平均8 1 .4 ( ±85 8) m l で

,
い ず れ も手

縫 い 症例に比 べ 有意差を認めなか っ た 全例 で 出

血
,
縫合不全 は認め ら れ なか っ た 腸 閉塞を 4 例

と手縫 い に比 べ 多く認めた

【考察】 機械吻合 の 利点に加え
,
V F を使用 した

吻合は
,
操作が より清虜 で ある こ と

, 渠膜筋層縫

合 が必要な い こ と
,
止血効果が強 い こ と が利点 と

して 挙 げられ る

6 　 P e r i n e a l  r e c t o s i g m o i d e c t o m y を 施 行 し た 完

全直腸脱の1例
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症例は88 歳
,
女性 平成 9 年頃か ら 直腸脱 がみ

られ
, 老人性痴呆 の た め の 入所先 の 施設 で 排便管

理 に支障を来 し て い た 理学所 見 で は 長 さ10 c m

以上 の完全直腸脱 で
, 常時脱出し虻 門周囲皮膚炎

を伴 っ て い た 高齢
,
全身 ･ 局所状態 な どか ら低

侵襲 の経虻 門的 ア プロ
ー

チ である P e r l n e a l r e c t o-

s l g m O ld e c t o m y w lt b l e v a t o r o p l a st y ( A lt e m e l e r)

を施行 した 術後経過は良好 で
,
痔痛は軽微 であ っ

た 1 病日か ら起座位となり
,

2 病 日 に排便 あり
,

4 病 日より虎動 食開始
,
全粥摂取 し

,
16 病 日 に退

院 した 注腸造影 で やや鈍角なが ら直腸虻 門角 の

形成がみ られ るよう になり , 排便状況 の 改 善をみ

た 本術式 の 手術手技 の 要点を ビ デオ で供覧 した


